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１．はじめに

工事概要

�１ 工 事 名：平成２０年度 水防災第２―３号

北川上流 北川上流宅地嵩上

盛土工事（瀬口地区）

�２ 発 注 者：宮崎県 延岡土木事務所

�３ 工事場所：宮崎県延岡市北川町瀬口

�４ 工 期：平成２１年１月２４日～

平成２１年１１月１０日

本工事は、台風等大雨時における浸水対策工事

で既存の住宅の下に盛土を行い、住宅が浸水しな

いように対策する工事である。

２．現場における問題点

右構造図（図－１）のように従来はブロック１

石積み上げる毎に裏当てコンクリートの厚さに合

わせた竹、木の棒等で厚さを確保していたが、裏

込砕石投入時にはずれ作業効率が思わしくなかっ

た。

３．工夫・改善点と適用結果

�１ 改善点の目標としてブロック積の作業性の効

率化裏当てコンクリート厚の品質確保とした。

裏当てコンクリートの厚みが、４８mm～１６０mm

と変化するため、施工に際して裏当てコンクリー

品質管理

４１

ブロック積の施工効率の向上
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図―１ 構造図

図―２ 拡大図
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トの厚さをどの様に確保するかが問題となった。

この問題を解決するため裏当てコンクリートの

厚さが変化するアナログ線を写真―１、写真―２、

写真―３のように４種類の巾板を使用することで

デジタル化を図った。

�２ 効果

この方法では、コンクリートの施工数量が増え

るために、多少経済性に問題は有るものの、数種

類の巾板を使用することで作業速度の効率化が図

れブロック積の施工速度を短縮することができる。

また、裏当てコンクリートの厚みを設計値以上

に確保でき品質確保には有効と思える。

４．おわりに

適用条件

裏当てコンクリートの厚みが均一でない構造の

ブロック積。

採用時の留意点

胴込コンクリートと裏込砕石を分ける裏当て板

は曲げに対して強度のある鋼製の物を使用する。

巾板は設置間隔に留意する。（１石毎がよいと

思われる。）

巾板は胴込コンクリート打設後引き抜き易いよ

うに長めに作ること。

上記に注意して幅板を準備すれば効率的に施工

することができると思います。

写真―１ ４種類の幅板

写真―２ 幅板（１６０mm）

写真―３ 幅板（７６mm）

－３２３－


